


























た父親と神Я に住んだこともある八十翁は「トロイツキ一」（Тройцкий) を 
「トロイ」（T r o y ) と英国風の姓に改め，辛い時代をバリで耐えた。 フラン 









* であった。г よかったら，今からでもこれを飛ばしてみる力一緒に乗ら 
ないか。」 自転享の荷台にでも誘うに似た老人のことばに仰天する。 この日 
は日曜ヨとあって自家用機が家族を乗せ，次から次へと舞いあがり，また舞 
い降りていた。





Практический русско-ниппонский словарь であつた。Гヤポンスキー(日 












受賞決定の記事は新聞Le Tempsに載ったが， 日常の出来*の欄の下の 













if , 私は在外研究中クロサワをドストェフスキー理解の第一人者とする評価 
を，高名なフランス人学者から，招待されたディナーの席で直接聞く機会が 
あった。 《Dostoevsky and the process of literary creation》（Cam-bnd 





ワ . シェレメチェボ空港で手荷物を日本人のものと間違えられたというので 
ある。フランス人姓〈Catteau〉は 「加藤」 の発音に近く，表記はキリル 
( ロシア）文字では同じくKATO〉であるために起ったものであった。 この 
姓は日本で最も多いものの一■つであることを説明すると，彼は，「日本には 
私の親戚が沢山いるのですね。」 と云って笑った。
一年間の在外研究期間が終ろうとしていた頃，この国のオペラを一度も観 
ていないことに気付き，手許にあった〈Pariscope〉の頁を急ぎめくってみ 
た。意外にも，この週パリで上演されるオペラ，芝居はプーシキン，チェ一
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ホフといったロシア物が殆んどであった。結局， レニングラードからやって 
きたロシア. オペラを観て，芸術の都を後にすることになった。
〔おわりに，本学の在外研究制度から大きな恩恵をうけた一人として，市 
及び大学に対し心からの謝意を表して，拙稿を閉じさせていただきたいと 
思います。〕
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